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魂に実き割さる生きざまの奮豪、フラメンコを
見事に鴫働化したトニー・カトリフ監督曇輌作

「モンド」「ガyジョ・ディーロ」と常に自らのルーツであるロマ（ジプシー）をテーマに映画を撮り続けてきたトニー・ガトリフ監督の最新作「ペンゴ」は、

「フラメンコの揺藍」と称されるアンダルシア地方を舞台にした情熱のフラメンコ映画である。

いく世代にもわたる旅を経て、アンダルシアに辿り着いたロマ民族がつくりあげた生きざまの音楽、フラメンコ。

アントニオ・カナーレス、トマティートほか現代フラメンコの頂点に立つ天才的ダンサー、ミュージシャンたちと共に本物のフラメンコを見事に映像化し、

ガトリフ監督は自らの血に流れるロマの魂を体現し、誇り高き民族の物語を作り上げた。

2000年ヴェネチア国際映画祭のクロージングを賑やかに飾った熱いフラメンコ魂が、世界中を揺るがせる。

ベ・／ゴ」は単にフラメンコを扱っているのではない。
映画自体が本能的にフラメンコなのだ。

伝績のフラメンコを環代に蘇らせた
天オフラメンコ・ダンサー、アントニオ・カナーレス主漬

生きざまの音楽であるフラメンコを映像化するには、人が実際に生きた経験を具現化すべきだと囀えていたガト1）9監督は、
アンダルシアの大切な友人たちを役者として使い、彼らと彼らの家族のための映画を作ったという。

そして、主人公カコ役には現代フラメンコダンサーのカリスマ、アントニオ・カナーレスを

甥ディエゴ役には、監督の友人であるオレステス・ビリャサン・ロドリゲスを選んだ。

ガトリフ監督は「カコは威厳があり、誇り高く、感情は激しい。実にフラメンコ的であり、まさにアンダルシアの男だ。」と●り、
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又ディエゴについては「ディエゴは運動神経に障害をもつ。しかし、彼は生きる喜び、音楽のリズム、パイブレーション奮飼ひとつ違さず墾じている。

彼もまたフラメンコ魂の象徴的存在であり、実際に運動神経障害者でありフラメンコを誰よりも愛しているオレステス以上の適役は囀えられない。」と語る。

フラメンコギターの曇●峰に立つ
トマティートとその伸闊が●でる鴫の奮色

ガトリフ監督のフラメンコに対する熱い情熱と信頼のもとに集まった「ペンゴ」の最高のミュージシャンたち、フラメンコのル.,.ツがここに終結した。

崇高さ漂う修道院の中を響き渡らせるフラメンコギターの名手、トマティートの力強いギター。

そしてエジプト、スーフィ音楽の最後の伝承者である、身も心も捧げるかのごとく歌うアマッド・アル・トゥミ。

アンダルシアの真っ青な空に震えながら立ちあがる歌声を持つ偉大なるフラメンコシンガー、ラ・パケーラ・デ・ヘレス。ぐ

アンダルシアの「ふつうの人々」の地をも揺るがす情熱のダンスとともに、スクリーンにあますことなく映し出されたたフ9メンコの生
急激な変化を体験する現代人にとって、「ベンゴ」が伝える本物のフラメンコの情熱と炎は私たちの心を揺すぶり続け、 ., 

題名である「ベンゴ」は9V璽＂゜▲量”．．する”と “VENIR＝何かがやって来る”を意味するスベイン語である。


